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婦人科細胞診の靉際
一 内膜細胞診一

その 勲

一
　体癌の発生頻度 は現在頚癌の20〜30％ ［こ達 し，老健法にも体癌検診が取り入れられた ．

長い闘組織診がた だ一
つ の 診断法だ っ た 体癌は ， 頚癌 に比 して早期診断の 進歩が遅 れ た ．

頚癌の 検出 に極めて有効な頚部細胞診も体癌の検出精度は高くない．近年内膜細胞診が出

現する に及 ん で ， は じめ （簡単で 精度の 高い体癌検診の道が開け ， 初回検査 における検出

成績は約90％に達 して いる ．現在で は初診時の検査で組織診陰性 ・細胞診陽性の ため組織

を再横 して 癌が確定された例を得るこ ともある．ただし ， よい内膜細胞診標本を作るた め

に は ， 細胞を乾燥 させな いこ と ， 平均した厚さに手早 く塗抹するこ と，細胞が飛び散 らな

い ように鬮定する こと，の 3点［こ つ い て頚部細胞診以上に正 確な操作が魁、要 な の で その 理

由と要点を述べた い ．
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1．40歳台後半から60歳台 に多くの患者が集中する．

2．患書 の20％前後 は未妊 また は未産で ある ．

3。多 くは何 らかの形の出血を訴える．出且Dには月経不川頁，過多も含 まれる．最近は検診の

　普及 と共 に無症状例 も少数ながら 見 られ る．

’ 巨 IH
；　 v　 瑟

　体癌を疑 う場合と ， 否 定する動 要の ある 場合 が適応であ る．老健法で は次の 条件 に該当

するもの，すなわ ち ， 最近 6 カ 月 以内［こ出血 の あ っ た もの で ，   50歳以上 の もの ， または

（b）閉経後の もの， IIC ）不妊または最終妊娠から長期間を経て い るもの ，〔dlそ の他，医 師が必

要と認める もの ， を検診対象と して い る．ここ でい う 出［mとは ， 自覚して 来院した もの は

保険診療の対象となるが，問診によ っ て気がつ いた も の は老健法検診が適用で きる．比較

的若年の体癌に は希少周経を 示すも の もあ り ， 不 妊症 と合併する こ と も ある ．この よ うな

患者 の診療 にも内膜細胞診は注意すべ き検査頃目の
一

つ と いえ る．

j匸 ・　　　　 lte

1．夾雑所覺 の排除

　　腟内の分泌物 が混入 する と ， 頚
・腟二 皮，白血球，細菌等の爽雑で 内膜細胞診標本と

　しての質 が低下 しがち であ る 。これ を避 ける に は内膜細胞の採取 に先立 っ て腟内を乾綿

　で よく湾拭して お く とは っ き り した 漂本 が得ら れ る ．

2．確実 に子宮腔内か ら材料を採馭

　　 と くに 言喜腔が長大で な い限 り採取器 具の 先端を 子宮底 に
一

旦 到達 させ た のち 徐 々 に

　引き 出 しなが ら内子 宮［］に至るまで 擦過または吸引 して ，できるだけ広い内膜面 をカバ

　ー一鳶る．
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3，適量 ・
均等な塗抹

　　細胞診の標 本は顕微鏡下 で 細胞構造が透見で きる 厚さにとどめる．厚すぎれば細胞構

　造の観察は不能 になる．しかし塗抹が薄すぎれ ば情報量 が不足 する ．厚 さの不均等 な 塗

　抹はカ パーグラ スの 下 に空気が侵入 して観察可能面樌が縮小する．塗抹の厚さは頚部材

　料と 鬮程度で よ い、塗 抹面 積は カバーグラ ス （24× 48mm）よりやや狭い く ら い がよい，

　カ バーグラ ス から はみ 出 した細胞は観察対象と して不適 当で ある．

4．細胞の乾燥 を避ける

　A ） PaDanlco ：aOu 標本 は細胞が十分 に水分を保 っ て いる う ち に急 い で 固定 し，細胞質

　　や核内物質 に凝集反応を起 こす鋤要がある。これを湿 固定法とい う ．

　 B）核内の 凝集物をク ロマ チ ン とい い，そ のパク
ーンの 特徴 は細胞の 性質や 病変の種 類

　　を判定する大切な条件で ある ．細胞質で は凝集 した 物質内の 間隙が大き けれ ば粒子 の

　　大型 な 毒緑 の色素が，小 さければ分子の小型な赤 また は褐色 の色素が入 る ので 細 胞質

　　はそ の種類や 1生質 に特萄な色調 を示 すt

　C ）湿固 定以前 「こ乾燥 した細胞は アル コ 司 レに触れ て も凝 集で きない から核 は均質無構

　　造と なる ．また 乾燥 した細胞内物質 には粒子の大きい色素が入る空隙がで きな くなる

　　の で 染色性の異常や低下を招き ，診断困 難の 原因になる．内膜標本はとくに乾燥 しや

　　すい ．迅速蕪確な操作が鈔要なゆえん で ある．

1．採取器具

　　採取 法 に は吸引法と擦過法 とがある （図 1 ）．頚管の 通過性 （検査可能率）は欒軟性

　の ある 吸引器異のほう がや や 高い．細胞成分を選択的に採取 する 能力は擦過法 （含ブ ラ

　シ法）が高い ．出血の多 い時や留膿腫の合併例で は細胞成分 を選択的に採れる擦週法 が

　萄 利で ある．症例 に応 じて採取 法を選択で き れば理想的で あ る．

（図 1）内膜細胞診の 採取法

2．器具の 挿入

　　内診とゾンデ診 で頚管 と子宮腔の位置 と方向を確かめて か ら器 異を挿入する．金属製

　の ゾン テ やキ ュ レ ッ トは挿入方向に合わせ て子 窰の ほうがある程度移動するが，細胞 の

　採取器具は簗軟な ので ， 器 具 の 挿入方向を子宮に従わせ なけ ればな らな い．腟鏡の先端

　をあまり強く開排 した り孑宮方向に押 し付けすぎた りす ると ， 孑 筥の屈曲を強めて器 具

　の 挿入 が困難 になる、ゾンテで 確認 した方 向へ 挿入する ため には，真正面から外子 宮□

　に向U て進入 させる だけで は不十分 で ， 頚管の 方向になるべ く
一

致する よ う に 腟鏡 を向

　け，器 具は先 端か ら 2〜 30m の とこ ろ を ピ ンセ ッ トで支 えて 頚管方 向に誘導する とよ
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　 い．

3．挿入 困難

　　体癌検診の対象者 には閉経後や宋妊 ・未産者もある ので 挿入の困難な時の対応 として，

　例え ば次の よう な方法も 必要で あ る．

　 A ）萎縮子宮および子宮口 ・頚簪の狭小

　　ゾンデ ， 頚管拡張器 ， ラミ ナ 1丿ア 等の 使用で 拡張 し ， 無理 な く挿入 で きる よ う に試み

　　る ．

　 B）強い前（後 ）傾屈

　　腟鏡の 開き具 合を調節し ， 単鈎鉗 子 で子 宮囗 唇 を牽引．頚 管と子 筥腔 の角度が開 い て

　　挿入 しやすくなる。

　C ）再試 行

　　E］を改めて試み る のも
一

つ の方法で あ る．専門施設 に送 るの も別の解 決法で ある ．被

　　検者 をリ ラ ・ソク スさせ る こ とは常 に必要で ある．

　 D）ば か の方法 ， ほ か の器 異

　　内膜検査の 必要 1生が高い と思われる 時，キ ュ レ ッ ト診な ら挿入 の可能 な こ とがある ．

4 採馭要領

　　出血例で は出血の増加を懸念 して，な るべく 穏やか に細胞 を採取しよ う とする と ， 細

　胞は 採れ す皿渡だけ の標本に なっ て誤陰性 を招 く．吸引法で はシリンジを強 く短いス ト

　臼一クで数回 引くこ とが検体採取の要点で ある ．この 際，吸引量はチ ュ
ーブ 内だけに止

　める 。擦週法で は確実な 擦過 が必要 で ある ．要 は標本作成に適当な量 の 細胞検体を得る

　 のが目的で ある b

1。吸弓1法
　　チ ュ

ー一
ブの 先端 2〜 3Gm を

　ガラスに軽 く当て，強く内容 を

　噴出 させ る ．チ ュ
ーブの先で 検

　体を平均に塗抹する の は手間が

　か か りすぎ ， 細 胞は乾燥しやす

　い．ガラ ス ［こ吹出せ た ら た だち

　 にもう 1枚のガ ラスをその上に

　軽く圧着しても み広げ くか ら左

　右に引き違 える と，簡単 ・迅速

　に平 均した塗抹が で き る （図 2
　− 1）．押 し広 げ塗 抹は ガラ ス

　が 2枚重 な っ て い る間 は材料の

　乾燥が防 げる．

2．擦過法

　　採取翼 の表裏を手早 く塗抹す

　る （図 2 − 2）．擦過 法 は組 織

　片が採れ すぎて 厚塗 りにな りが

　 ち な こと がある．細胞標本 と し

　て 必要な分鬘 以上 は壅抹面 から
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取 り除かな け れ ばな らな い ．多く採れ すぎた時は余分は組織診に利用する とよい ．短時

問で 塗抹 し すぐ ［こ 固 定する ．擦過法で も引き違え塗 抹の 応用 は可能 であ る ．

一 一
塗抹 した検体 はすぐア ル：〕一ル系の 固定液で湿 固定する。

1．アル ：〕
一一

丿レ固 定

　　固定瓶 に入れた95％エ チルアルコ ールで
”

15分以上 固定する．検査所 に送るた めの防乾

　処理 法と して ， アルコ ールから取 り出 した後改めて スプ レーを十分 墳射する．スプレー

　液はプロ ピル ア ル コ ー．
ル とカ

ーボワ ッ ク ス の混 合渡で，前者 は固 定作用を，後者 は防乾

　効果 を受け持っ てい る．

2．ス プレ
ー

固定

　　スブ レーは標本面から200m位離れた距離か ら ガラ スの 上 に渡が盛 り上がる まで 穏 や

　 かに ， た っ ぷ り噴射する．粘渡成分の少な い内膜の検体 は乾かない うち にス プレ
ー

を 強

　 く噴射すると綱胞の流動や飛散が生 じ塗抹状態 を著 しく不均等 にする．噴射量 がわ すか

　 だと 固定効果も防乾処理も不十分なうえに ， 急冷 された空気中の水分が付着 して細胞 を

　膨化さ Ltた後乾燥 を招く か ら標本を著 しく劣化する．内膜の細胞診標本の 臨 足 ［こ〔まス プ

　 レ
ー単独よ りアルコ ール固定十 スブ レ

ー
防乾処理 が望ま しい ，

團 一
　 内膜の細胞形態は年齢 ・最終月経 ・最終妊娠 P最近の ホ JVモ ン使用

・内膜の 最近受け た

機械的刺激な どに影響され る ．また 採取器具の 種類に よ っ て も標本の所見に多少とも差が

ある．い ずれ も鏡検 に際 して 是非 とも 必要 なインフォ
ー一メーシ ョ ンで ある ．検査用箋に は

上記頂 目を き ちん と記載 して 誤診を避け たい ．主な注意事項は表 りのとお りで ある ．
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（fi　1）内膜細胞診施行上 の 注意事頂

i鑿鑾鑿
…

轗聾難：

羅一 欝
融

一
鑑
灘

愾
盞1簿 糀

薫講

娠中

　　一」 一一

流轍
傷蓉纛 螺

症
・
出撫

　　　　　恥
癌検診 の 必要意が高い

齢
・
最終月経

・
最終妊

　最近のホル モ ン使騁

営内鑠作
r
む D ・

掻爬 ）

紬胞 形態に影響し や すい

　　　　　 一r11−．一．一

健法で は燕 に つ い て

性 ・疑陽牛 陽’1’生
葺…牲病 変の診断 韲 は低 い

性 ・疑陽
1
生は組熾診

性で も出血 の 翫く とき

再検 菰 た は組織診
　 一一．一

診断確定 の ため

および

誤判 熨 を 避 け る た め
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